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関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 高齢糖尿病患者のｲﾝｽﾘﾝ自己注射習得のプロセスについて 
 
高齢者の手技を習得
するプロセスの特徴
高齢者に応じたインスリン自己注射指導
プログラム 
マニュアルどおりの指
導方法では高齢者がイ
ンスリン自己注射を習
得する上での困難感や
負担感が大きい 
 
インスリン自己注射の手技のみではなく、 
自己モニタリングすることやインスリン注射を
生活の中に取り入れて継続できるようにするこ
と、日常の変化やトラブルに対応できるように
なることなど様々なことをを高齢者が学習して
いくプロセスを明らかにする 
 
シーズ 
シーズｲﾝｽﾘﾝを安全に外部から
体内に取り込み確実に作
用させるためには、ｲﾝｽﾘﾝ
注射の手技を習得する必
要がある。しかし、手技
習得にむけての看護援助
は、高齢者に対しても、
若年者と同じマニュアル
を用いて指導が行われて
おり、個別性に応じてい
ないのが現状 
高齢者のインスリン自己注
射手技習得のプロセスは行
きつ戻りつする可能性があ
る。手技習得の初期の段階
で時間をかけて、その人の
ペースに合わせたきめ細や
かな援助が必要 
（ペン型注射器の一例） 
高齢糖尿病患者自身が、
自信を持ってインスリ
ン自己注射を生活の中
に取り入れることがで
きることを目指した援
助技術の構築 
高齢糖尿病患者へ
のｲﾝｽﾘﾝ自己注射手
技習得に向けての
援助技術 
